
  学校教育課の目標（平成２２年度）自己評価書 
 

学校教育課長 髙野松男        

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 子どもを地域とともに育てる教育体制の整備 

 ・キャリア教育を推進します。 

 

 

  

 ・子ども達の地域学習を推進します。 

 

 

 

 ・順天堂大学との相互協力を進めます。 

 

 

 

 ・スクールボランティアへの支援を行います。 

 

 

２ 学校運営への支援。 

 ・スクールサポート指導員を配置し，個に応じた指導を支援します。             

 

 

  

・ ・特別支援教育の充実に努めます。 

 

 

  

・小学校の英語活動の充実に努めます。 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

３ 

 

 

 

５ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

・キャリア教育推進協議会を開催し，その中で講師を招い

て研修会も行うことができた。児童生徒の職場体験も事

業所等の協力を得て,円滑に実施できた。 

 

・各学校において，地域の方々の協力を得て，地域学習を

行うことができた。特に今年度は，小学校で地域の方と

共に安全マップを作成し大きな成果をあげた。 

 

・１３名の学生が，小学校の体育の授業や中学校の部活動

等の補助を行い,各学校の教育活動がより充実した。 

また，教育実習生を１１名受け入れた。 

 

・ボランティア保険や活動に必要な消耗品費を計上するこ

とができた。 

 

 

・スクールサポート指導員やスクール支援員を７名配置

し，教育相談や少人数指導等，個に応じた指導の充実が

図られた。 

 

・教員の補助を行う介助員やスクール支援員が配置され，

指導体制が充実した。また，特別支援連携協議会    

を開催し，課題解決等に向けた協議ができた。 

 

・ＡＬＴの小学校への派遣回数を増やすことができた。中

達成度：H23.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 



 

 

・図書館教育の充実に努めます。 

 

  

 

・学校適応専門相談員を配置し，不登校対策の充実を図ります。 

 

３ 特色ある教育活動の推進 

 ・人権・同和教育を推進します。 

   

  

 

・教職員の創意ある教育活動を支援します。 

 

 

 

 ・小・中連携を推進します。 

 

  

 

・Ｃ.Ｔ.Ｓプラン事業を推進します。 

 

  

・小学校社会科副読本を作成します。 

 

４ 教育条件の整備 

 ・学校図書の充実に努めます。 

  

 

 ・スクールバスの運行を行います。 

  

 ・適切な就学援助に努めます。 

 

５ 教職員の資質向上 

 

 

５ 

 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

４ 

 

 

学校への派遣を検討する必要がある。 

 

・各学校１名の図書館アシスタントの配置により，学校図

書館の機能がより高まっている。図書の購入冊数も増や

すことができた。 

 

・長欠者の出現率が昨年度より低くなったことは大きな成 

果である。 

 

・推進校をはじめ，各学校とも人権・同和教育を学校経営

の重点に位置づけて取り組んだ。ポスターや作文集の作

成についても，児童生徒が意欲的に取り組んだ。 

  

・教職員の特色ある教育活動支援事業補助金は有効に活用

された。本事業に対する教職員の意識がまだ十分ではな

い。 

 

・児童・生徒が交流したり，小・中の教員が共に研修を行

ったりするなど，様々な形で連携が行われた。中学校の

教員が小学校で授業を行う取り組みも成果があった。 

 

・各学校で補助金を活用し，それぞれ特色ある教育活動に

取り組んだ。 

 

・２３年度から使用する副読本を作成することができた。 

 

 

・図書の購入冊数を増やすことができ，図書整備率も上が

った。 

 

 

 

 

 

 



 ・教職員研修の充実に努めます。 

  

 

 

・組織マネジメントの推進を支援します。 

 

 

６ チャレンジ目標 

・学校図書館の図書整備率１００％に向け取り組んでいきます。 

 

 

・酒々井町小中連携推進協議会が進める「小中連携指導５項目」に掲げる児童生徒の

姿（①挨拶をすることができる ②掃除をすることができる ③時間を守ることができ  

る④人の話を聞くことができる ⑤自分の考えを話すことができる）を達成できるよう 

取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

３ 

・各学校の校内研修，また，学校教育課主催の研修が計画

的に実施された。今年度は新たに，学校教育課主催の「ニ

ューリーダー研修」も行った。 

 

・学校教育課主催で，主任層を対象に「組織マネジメント

研修」を４回実施した。 

 

 

・今年度は図書の購入冊数も増え，各学校とも整備率が上

がっている。 

 

・小中連携推進協議会等で，３校の教員が共通理解を図り

ながら，各学校で取り組んでいる。 

 


